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制服・髪型の自由選択。
校則として強制的に髪型や制服を義
務づけるわけではない。生徒が着用
したい制服を選べた。

継続的に校則として強制的に髪型や
制服を義務づけるわけではない。生
徒が着用したい制服を選ぶ。

トイレの水を節水設定にする。
JRリニア問題について考え議論し
た。

継続して節水設定で利用していく。

防災訓練の実施。
登校時に検温確認の徹底

年に一度、授業内での地震発生を想
定して防災訓練の実施できた。

南海トラフ地震を想定した防災訓練
を実施する。

選択授業の中で社会課題・社会問題
についてディベートの実施。

毎週月曜日に選択授業「SDGｓ」を実
施。生徒が主体的に考え目標を決め
て実施できた。

毎週用意されいてる選択授業「SDG
ｓ」を実施。生徒が主体的に考え目
標を決めて実施。

ＳＤＧｓ宣言達成状況報告書
　私たちは、宣言書に記載した取組目標の達成状況を次のとおり報告し、持続可能なまちづくりに向けて、次のとおり
取り組むことを宣言します。

報告日 2023

ゴール 2022 年12月31日までの取組目標 左記取組目標の達成状況 2023 年12月31日までの取組目標

事業所・団体等又は関連事業者等としての2030年の（又は中長期的な）あるべき姿

近い未来、社会の一員として高校を巣立つ生徒達が持続可能な社会をつくる事を目的に社会課題を解決に関わる。

事業所・団体等又は関連事業者等としてのねらい、特徴的な活動

生徒達も地域社会の一員として、授業の中でSDGｓに関わる時間を設定。社会課題からディベートを実施し、そこから実際
にゴミ拾いや古着回収・書き損じハガキの回収。

目標に関連する取組内容

使用しない教室やトイレなど細めな
節電の実施。

使用していない教室・設備・トイレ
などの節電の実施が出来た。

使用していない教室・廊下・設備・
トイレなどの節電の実施。

年1度、実施される屋久島スクーリン
グにて海に触れる時間を用意。

選択授業の「SDGs」内で、地域分析
を行い生徒間で話しあいゴミ拾いな
どから地域美化活動に貢献。

選択授業の「SDGs」内で、地域分析
を行い生徒間で話しあいゴミ拾いな
どから地域美化活動に貢献できた。

ボランティア活動の一環として継続
実施。

おおぞら高校に在籍している生徒が
使用した古着を回収し次に使う人へ
渡す、古着回収BOXを設置した。

設置するスペースの兼ね合いで今年
度は未実施。

状況によって開催。

地域貢献という事でゴミ拾いの実
施。

生徒間のディベートを実施し地域の
課題である、ゴミの散乱を解決する
為にゴミ回収をしている。

静岡駅前で行われたイベント後に集
中してゴミ拾いの実施。

ウクライナとロシアの戦争をきっか
けに戦争に対する授業を実施。

継続して戦争に関する授業を実施
し、平和への理解を生徒に伝えてい
く。

世界自然遺産である屋久島で自然体
験学習の実施。

内容変わらず、世界自然遺産である
屋久島で自然体験学習の実施。

（記載上の注意）

　 １　取組目標は３つ以上のゴールについて目標を設定し、記載してください。
 　２　取組のない目標については、行ごと削除してください。
 　３　取組目標は、出来る限り定量的に記載してください。
 　４　ゴールとの関連が不明なものは「その他」に記載してください。
 　５　取組目標については、毎年１月に達成状況を報告していただきます。

１
事業所・団体等又は
関連事業者等の名称 本社が届け出る場合は、事業所（支店・営業所等）の数


